
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
何
か

【
問
】
本
年
６
月
に
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
改
正
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
何
か
。
そ
し
て
、

区
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
今
後
制
定
す
る
国
の
個
別

法
令
は
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の

義
務
付
け
等
を
縮
小
す
る
と
い
う
附

帯
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
区
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
区
長
】
地
方
の
自
主
性
、
自
律
性

の
拡
大
を
図
る
た
め
の
措
置
、
議
会

制
度
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
た
。
現

在
、
庁
内
の
検
討
組
織
で
、
副
区
長

の
役
割
と
権
限
等
に
関
す
る
調
査
、

資
料
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
区
の
自
主
性
・
自
律
性
を

高
め
る
観
点
か
ら
、
義
務
付
け
等
が

大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
な
お
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
新

た
な
事
務
ま
た
は
負
担
を
義
務
付
け

る
施
策
を
立
案
す
る
場
合
は
、
地
方

六
団
体
に
情
報
提
供
さ
れ
る
の
で
、

積
極
的
に
意
見
を
提
出
し
て
い
く
。

収
入
役
制
度
の
廃
止
と
助
役
制
度
の

見
直
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

【
問
】
収
入
役
制
度
の
廃
止
等
は
、

地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の
判
断
で
適

切
な
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を

構
築
で
き
る
制
度
に
改
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
区
長
】
収
入
役
制
度
の
廃
止
と
助

役
制
度
の
見
直
し
は
、
長
を
支
え
る

機
能
を
副
区
長
に
一
元
化
す
る
等
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
区
民
ニ
ー
ズ
を
基
礎
と
し
た
迅
速

で
戦
略
的
な
意
思
決
定
と
執
行
機
関

の
一
体
性
・
統
一
性
を
確
保
す
る
た

め
に
、
副
区
長
の
補
佐
機
能
と
執
行

指
揮
機
能
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

テ
ロ
リ
ズ
ム
等
警
戒
対
応
基
準
が
レ

ベ
ル
２
に
上
が
っ
た
と
き
の
対
応
は

【
問
】
北
朝
鮮
が
、
ミ
サ
イ
ル
発
射

や
、
核
実
験
の
実
施
を
表
明
し
た
。

そ
の
た
め
、
北
朝
鮮
船
舶
の
入
港
禁

止
措
置
等
に
伴
い
、
都
で
は
「
テ
ロ

リ
ズ
ム
等
警
戒
対
応
基
準
」
を
レ
ベ

ル
１
（
通
常
警
戒
）
か
ら
レ
ベ
ル
２

（
中
度
警
戒
）
に
引
き
上
げ
た
。
こ

の
レ
ベ
ル
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
区
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

【
危
機
管
理
】
都
が
示
し
た
テ
ロ
リ

ズ
ム
等
警
戒
対
応
基
準
は
、
レ
ベ
ル

１
か
ら
４
ま
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
１
は
、

「
〜
国
内
に
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
情

報
が
な
い
場
合
」
に
、
レ
ベ
ル
２
は
、

「
〜
国
内
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
」
に
発
令
さ
れ
る
。

　
区
は
、
レ
ベ
ル
２
の
発
令
に
伴
い
、

危
機
管
理
室
か
ら
大
規
模
集
客
施
設

で
あ
る
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
等
に
対
し

て
、
職
員
や
警
備
員
に
よ
る
巡
回
の

強
化
、
来
訪
者
確
認
及
び
不
審
者
対

策
の
徹
底
等
を
文
書
で
指
示
し
た
。

町
会
・
自
治
会
へ
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
の
か

【
問
】
当
区
の
町
会
・
自
治
会
加
入

率
は
、
平
成
９
年
度
の
　
％
か
ら
平

成
18
年
度
に
は
　
％
に
低
下
し
て
い

る
。
加
入
率
低
下
の
原
因
は
何
か
。

今
後
、
加
入
率
ア
ッ
プ
の
た
め
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
で
は
、
町
会
・

自
治
会
を
協
働
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
町
会
・

自
治
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
場
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
区
民
】
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入

率
低
下
の
原
因
は
、
少
子
高
齢
化
や

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
増
加
等
で
あ
る
。

　
加
入
率
ア
ッ
プ
策
と
し
て
、
区
民

事
務
所
で
は
転
入
者
に
案
内
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
お
り
、
集
合
住
宅
建
設

時
点
で
の
重
要
事
項
説
明
等
へ
の
盛

り
込
み
指
導
の
強
化
や
、
団
塊
世
代

地
域
回
帰
事
業
の
展
開
に
よ
る
後
継

者
づ
く
り
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
活
動
拠
点
の
確
保
で
は
、
町
会
・

自
治
会
の
法
人
化
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
会
館
建
設
助
成
制
度
を
改
善

し
支
援
し
て
い
く
。

都
の
「
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
事
業
」
は
ど
の
よ
う
な
制
度
か

【
問
】
都
が
平
成
　
年
　
月
か
ら
導

入
予
定
の
「
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
事
業
」
は
、
ど
の
よ
う
な
制

度
な
の
か
。

　
ま
た
、
新
制
度
の
経
費
は
、
都
と

区
で
２
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
と
い

う
が
、
支
給
対
象
者
数
の
見
込
み
と

必
要
経
費
は
ど
の
く
ら
い
で
、
区
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

【
子
育
て
】
現
行
の
東
京
都
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
と
は
別
に
、
小
学

校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
義
務
教
育
就
学
児
を
対
象
に
、
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
３
分
の
１
を

新
た
に
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
支
給
対
象
者
数
は
約
５
万
２
千
人

を
見
込
ん
で
い
る
。
区
の
必
要
経
費

は
、
年
間
約
１
億
４
千
万
円
に
な
る

が
、
平
成
　
年
　
月
か
ら
実
施
の
た

め
、
平
成
　
年
度
は
約
４
千
　
万
円

と
な
る
。

　
区
で
は
、
平
成
　
年
度
に
中
学
校

３
年
生
ま
で
の
入
院
費
の
無
料
化
を

予
定
し
て
お
り
、
都
の
新
制
度
も
平

成
　
年
度
実
施
に
向
け
努
力
す
る
。

認
証
保
育
所
等
利
用
者
へ
の
助
成
制

度
は
実
施
さ
れ
る
の
か

【
問
】
認
証
保
育
所
等
利
用
者
へ
の

助
成
制
度
は
、
待
機
児
童
解
消
対
策

の
観
点
か
ら
も
、
早
急
に
開
始
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
　
年
度
か

ら
確
実
に
実
施
で
き
る
の
か
。

　
ま
た
、
助
成
制
度
の
概
要
及
び
助

成
金
額
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

【
子
育
て
】
足
立
区
認
証
保
育
所
等

利
用
者
助
成
制
度
は
、
平
成
　
年
度

か
ら
の
制
度
発
足
に
向
け
て
、
シ
ス

テ
ム
開
発
等
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
概
要
は
、
認
証
保
育
所
と
保
育
室

の
月
極
契
約
利
用
者
を
対
象
に
、
一

定
条
件
の
も
と
に
助
成
金
を
年
２
回

支
払
う
も
の
で
あ
る
。

　
助
成
金
額
は
、
公
立
保
育
園
と
認

証
保
育
所
等
の
負
担
格
差
是
正
と
い

っ
た
議
会
の
要
望
、
視
点
を
充
分
踏

ま
え
つ
つ
対
応
し
て
い
く
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
立
体
化
で
区
施

行
を
選
択
し
た
区
長
の
決
意
を
伺
う

【
問
】
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体

化
は
、
区
施
行
だ
と
財
源
確
保
等
大

き
な
課
題
も
あ
る
が
、
区
施
行
を
選

択
し
た
区
長
の
決
意
と
、
財
源
確
保

策
を
伺
う
。

【
区
長
】
平
成
　
年
に
都
が
策
定
し

た
踏
切
対
策
基
本
方
針
で
は
、
都
内

に
20
箇
所
の
鉄
道
立
体
化
を
検
討
す

べ
き
区
間
が
あ
り
、
早
期
着
工
は
非

常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
区
施
行
で

の
新
規
着
工
準
備
採
択
の
要
望
を
決

断
し
た
。
議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

国
や
都
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
全

力
で
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

　
財
源
は
、
着
工
準
備
箇
所
に
採
択

さ
れ
る
こ
と
で
国
庫
補
助
の
対
象
に

な
る
こ
と
や
、
本
来
は
都
の
事
業
な

の
で
都
の
負
担
も
求
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
鉄
道
事
業
者
に
も
基
準

の
割
合
以
上
の
負
担
を
求
め
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
計
画
的
な
基
金
の
積
み

増
し
を
検
討
す
る
。

情
操
教
育
や
徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か

【
問
】
い
じ
め
や
不
登
校
は
、
当
事

者
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
家
庭
や
地

域
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
も
大
き
い
。

　
当
区
の
教
育
で
は
、
知
・
徳
・
体
・

情
操
の
４
つ
の
う
ち
、
「
知
」
に
つ

い
て
言
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
感
受
性
や
自
己
表
現
力

を
高
め
た
り
、
自
ら
が
物
事
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
積
極
性
を
求
め
る
、

情
操
教
育
や
徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と

も
必
要
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

協
働
に
よ
り
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な

心
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は
、
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
感
受
性
を
磨
き
自
己
表
現

力
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、

情
操
教
育
や
徳
を
身
に
つ
け
る
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

教
育
委
員
会
は
い
じ
め
の
定
義
を
も

っ
て
い
る
の
か

【
問
】
い
じ
め
が
原
因
と
思
わ
れ
る

若
年
層
の
自
殺
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
は
い
じ
め
の
定
義

を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
指
導
】
い
じ
め
の
定
義
は
、

�
自
分
よ
り
も
弱
い
も
の
に
対
し
て
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議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
　
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
当
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。

衛生部長、環境＝環境部長、土木＝土木部長、都市整備＝都市整備部長、市街地＝市街地整備・立体化推進室長、建築＝建築担当部長、教育次長＝教育委員会事務局次長、教育指導＝教育指導室長、教育事業＝教育事業担当部長


